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部会の目的
在宅医療に係る多職種連携の推進及び情報共有システムの効果的な活用に
ついて検討する。（試行ＷＧ，試行ＷＧ評価チームの発展形）

○症例を通じた多職種連携ルールの検討
○好事例を基にした情報共有システムの活用方法の検討

在宅医療・介護多職種連携協議会

多職種連携・情報共有システム部会

～報告～
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令和２年度 部会 実施状況のまとめ
内容

第１回
（9月15日）

書面会議

〇報告
(1)前年度多職種連携・情報共有システム部会 実施状況
(2)カシワニネット利用状況報告
(3)利用者及び端末制限登録の確認について

〇議事
(1) 個人情報研修 eラーニング（プレ版）の開催について
(2) ICTを活用した新しい取り組みについて

（12月21日
〜23日）

〇ビデオチャット（カナミックの新機能）試行実施
新機能であるビデオチャット（Web会議機能）の試行を部会員で実施

第２回
（2月19日）
Zoom会議

〇報告
(1) カシワニネット利用状況報告
(2) 個人情報研修会 eラーニング実施報告
(3) 様式１等の様式変更について
(4) ケアプランICT連携について

〇議事
Web会議の活用推進について
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・部屋開設数は減少しましたが，稼働数は前年同程度です。
・次年度の取り組みにつなげるため，部屋が減少した原因と考えられることや，

利⽤状況の改善（案）について意⾒交換をしました。
＜意⾒抜粋＞
・数字で⾒るほど減っている実感はない。
・原因として，有料ユーザーが独⾃に部屋を作成している影響がある。
・事務局や医師会等から利⽤促進の働きかけをする必要があるのではないか。

（１）カシワニネット利用状況報告（部屋稼働状況）

ID発行数：1,748（前年度+72）
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（２）個人情報研修会 eラーニング実施報告

●総括
・eラーニング開催の経緯

昨年度の研修不参加理由アンケート調査結果（「時間が合わない」が
約71%）を受け，時間の制約がないeラーニングを試行開催

過去最多の参加者数（228名以上），eラーニングへの好意的意見
参加事業所数(135/433)・参加率(31.1%)ともに低迷

研修不参加理由アンケート調査を実施（63事業所から回答有）

課題（部会員意見）
①周知方法
②開催期間の⻑さ
（約1か月）

⇒次回開催時に見直し
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・第１回ICT部会（書面）にて，ICTを活用した新たな取組として検討

・ビデオチャット（カナミックの新機能）の試行実施
⇒Web会議自体は良いが「ビデオチャット」の機能には課題ありとの結果

・Web会議実施状況調査の実施（回答数136/433事業所）
⇒Web会議を実施している事業所のうち約98％の事業所がZoomを利用
⇒多職種連携への活用は一部（約25%）

・令和3年4月のケアマネ事業所等の運営基準の改正にて，サービス担
当者会議等でWeb会議の活用が可能と明記される予定。

カシワニネットのZoom連携機能を検討し，更なる多職種
連携の促進につなげていく

●結論

（３）Web会議の活用推進について

●経過



内容

ビデオチャット
・参加上限数が７人では実用性がない
・Zoomと連携するのであれば，費用をかけ導入する必要は

ない

カシワニネット
上でのZoomの
活用

・カシワニネットを経由すればセキュリティの担保の１つに
なり得る

・端末制限の関係で，カシワニネットを経由すると職場に
残る必要が出てくる

・ホストが無償版の場合，時間制限がネックになるのでは
ないか

・実用性の観点でもよい

Web会議全般

・便利でセキュリティがしっかりしていればいい
・Web会議ツールは１つに絞った方がいい
・病院のWeb会議対応状況がわかるとありがたい
・Web会議実施状況の共有をする必要は特にない
・法的な問題（Web会議で算定できるか）が気になる
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●部会員の意見
（３）Web会議の活用推進について

・カナミック社がZoomとの連携を検討中
・ビデオチャットとWeb会議対応状況の共有について議論



カシワニネット申請用紙 事務）
・押印を廃止するにあたり、様式を変更し電子化に対応
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・様式１、様式２等の行政に提出する書類の押印を廃止

（４）その他
●押印の見直し

●ケアプランＩＣＴ連携の導入見送り
・理由は以下の２点

• 導入に向け試行の実施を試みたが，対応可能なベンダーが少なく，現時点では試行の
実施も困難な状況。

対応可能なベンダーが少ない

• 厚労省で同様のシステムを作成し，2022年度内に稼働を目指している事実が判明
• 各ベンダーは厚労省の動きを見て，いずれは対応する見込み

厚労省の動向

・状況についてケアマネ協議会と共有し，個別に要望があった場合は
個別導入に向け対応していく。
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（５）今後の取組み

●今後の取組み
・カシワニネットの利用促進

−部屋開設数減少の原因を調査し，利用促進案を検討
・eラーニング自体は、好評だったため今後も継続

−周知方法，開催期間のあり方の見直しをする
・eラーニングの様々な活用方法を模索
・カシワニネットとZoomの連携をすすめていく

●次回の部会
令和３年５月から６月に開催予定


